
　6月22日（木）の評議員会で理事及び監事の選任決議が可決され、同日、理事会で会長及

び副会長の選任決議を行った。

　理事は、地域の福祉関係者の他、地域の代表者として自治会長会会長、社会福祉事業を経

営するものとして社会福祉法人の代表、ボランティアの代表や学識経験者を含めた8名と

なった。

　会長には岡野譲治氏、副会長に宮内誠氏が就任した。また、苦情解決第三者委員に石垣

光麿氏と𣘺本美千代氏に就任いただいた。

　理事の任期：令和7年（6月）定時評議員会の終結の時まで

理事会の開催状況

①理事選任候補者の推薦について

②経理規程の改正について

③常勤臨時職員給与規程の改正について

④育児・介護休業に関する規則の改正について

⑤令和5年度一般会計収支補正予算（案）について

⑥令和6年度事業計画（案）について

⑦令和6年度一般会計収支予算（案）について

⑧令和6年度予算中のサービス区分内流用と予備費の充用について

法人運営分野

6月7日(水) ①令和4年度事業報告について

②令和4年度一般会計決算について

③令和5年度一般会計収支補正予算(案)について

④評議員選任候補者の推薦について

⑤評議員会の日程と招集理由について

⑥社会福祉充実計画について

⑦理事及び監事選任候補者の推薦について

⑧株式会社ｳﾞｨｱﾃｨﾝ三重ﾌｧﾐﾘｰｸﾗﾌﾞとの地域福祉に関する連携協定書の締

結について

10月25日(水)

12月13日(水)

①臨時職員等就業規則の改正について

②東員町による監査の報告

③令和5年度事業経過報告（9月末現在）

①経理規程の改正について

②給与規程の改正について

③令和5年度一般会計収支補正予算（案）について

④評議員会の日程と招集理由について

3月19日(火)

事業名 事業説明（実績・結果）

（１）理事会

6月22日(木) ①会長の選任について

②副会長の選任について

③苦情解決第三者委員の選任について

④臨時職員等就業規則の改正について

①理事会評

議員会の開

催・監査の

実施
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事業名 事業説明（実績・結果）

　自治会長会副会長及び朗読ひばりの会の会長の交代により、新たに6名の方に就任いただ

き、地域の代表として、評議員会で意見をいただいた。

　また、理事及び監事の任期満了に伴い、新たに理事を選任いただいた。

　評議員の任期：令和7年（6月）定時評議員会の終結の時まで

⑨評議員会の日程と招集理由について

⑩事務局長の選任について

5月25日(木)

12月4日(月)

令和4年度事業報告･一般会計収支決算の監査

令和5年度前期事業･一般会計収支決算の監査

評議員会の開催状況

②

①

（４）監査

　令和5年度市町社協役員セミナー

　開催日：8月1日(火)午後1時30分から午後3時30分まで

　会場　：Zoom研修

　内容　：「社会福祉協議会の役員等が果たすべき役割」

　講師　：公益財団法人公益法人協会　相談室長　上曽山　清　氏

　出席者：６人

6月22日(木) ①令和4年度事業報告について

②令和4年度一般会計決算について

③令和4年度一般会計収支補正予算(案)について

④社会福祉充実計画について

⑤理事及び監事の選任について

12月21日(木) ①令和5年度一般会計収支補正予算（案）について

3月28日(木) ①理事の選任について

②令和5年度一般会計収支補正予算（案）について

③令和6年度事業計画（案）について

④令和6年度一般会計収支予算（案）について

⑤令和6年度予算中のｻｰﾋﾞｽ区分内流用と予備費の充用について

①理事会評

議員会の開

催・監査の

実施

（２）理事研修

（３）評議員会

3月19日(火)
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事業名 事業説明（実績・結果）

③苦情要望

の受付

7月4日(火)

2,675,418円

自治会加入世帯から算出した加入率前年度比

令和5

：

：

：

③

④ 石垣光麿 委員、𣘺本美千代 委員

「苦情解決の仕組みと第三者委員の役割」

三重県福祉サービス運営適正化委員会　事務局長　稲木和彦氏

令和5年度の東員町社会福祉協議会の運営体制について

令和4年度の苦情とその対応について（説明）

出席者

研修

講師

　　　2,675,418円   (前年度比  100.2％)：前年度　2,670,766円

　　　　5,351世帯（前年度比  100.2％)：前年度　　5,342世帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東員町世帯数から算出した加入率　53.3％)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    自治会加入世帯から算出した加入率64.7%)

100.2% 53.3% 64.7%

令和4 2,670,766円 98.3% 64.6%

⑥

：①

（２）個人会員は「ふくしのわ1号」に申込書挟み込み、町内全世帯に配布した。

（３）特別会費は、各戸配布回数削減のため10月6日（金）、共同募金と時期を合わせて

　　実施。また、8月10日（木）の自治会長会役員会及び同月17日（木）の自治会長会に

　　おいて、各戸配布の依頼を行った。また、民生委員児童委員協議会やシニアクラブ

　　連合会などでも、特別会員への加入を呼びかけた。

　　　なお、特別会員については、お礼状を送付（1月末）し、会費によって地域福祉の

　　啓発事業を行っていることを周知した。

　　712,000円(前年度比　101.0％)

①

②

総務福祉係　１件（心配ごと相談における相談対応について）

施設事業係　０件

　苦情解決第三者委員の任期満了に伴い、6月22日（木）開催の理事会において、𣘺本美千

代氏の再任と新たに石垣光麿氏を選任する決議を行った。

　なお、任期は、令和5年7月1日から令和7年6月30日まで

②

開催日

会場

内容

（１）戸別会費（５月）

　　264口　132,000円の会費をいただくことができた。

53.0%

東員町ふれあいセンター

　全戸配布の『ふくしのわ1号』で全町民に呼び掛けるとともに、自治会長会において説明

を行い、全地区の自治会様に協力いただいた。また、地域福祉座談会開催地区やシニアカ

レッジで社会福祉協議会の役割と実践を説明した。

戸別会費の募集状況

年度 戸別会費実績 世帯数から算出した加入率

（２）苦情解決第三者委員会

（１）苦情の受付

⑤

：

：

②戸別・特

別会員の募

集
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事業名 事業説明（実績・結果）

　　　　　　　

④職員研修

① ：

居宅介護

支援

：

（５）施設事業係の研修実績

1名が資格更新研修を受講し、県・桑員支部の介護支援専門員協会研修

や行政・包括等の研修を受講した。

ヤングケアラー、虐待防止、行動障害、依存症、成年後見などの外部

専門研修を受講した。

③ 講師 ：

（４）安全運転講習

三重県交通安全協会　安全対策課交通安全教育係

交通安全アドバイザー　大井久瑠美氏　吉田眞寿美氏

： 交通安全アドバイス　講演とDVD鑑賞

240,000円 20社

令和4 237,000円 21社 110.2%

101.2%

バナー広告の状況

年度 実績 協力社数

57件

前年度比

74.8%

98.3%

② 運転を伴うボランティア関係者（登録ヘルパー、運転手等　36人）

毎月、職業倫理、訪問時の心得、接遇マナー、脱水予防、医療的ケ

ア、権利擁護、虐待、感染症予防などの事業所の全体研修を行った。

① 内容

出席者 ：

地域相談

支援

②

③

④

：

訪問介護

通所介護

寄付金の状況

毎月、法令順守・介護予防・認知症ケア・感染症予防などの事業所の

全体研修を行い、認知症介護実践者研修及び外部専門研修を受講し

た。

：

前年度比

　新たな財源確保と地域福祉に関心を寄せる方や企業の拡大を目指しバナー広告を継続実施

した。

　専門性を高めるための研修のほか、係員一人ひとりが目指すものが明確になるよう取り組

んだ。

　一人ひとりが生きやすい社会のために～「性のあり方」について考える～DVD鑑賞研修

全職員にアンケートを提出させ、効果等を把握した。

　アンガーマネジメントの解説として、YouTubu鑑賞研修を実施し、全職員にアンケートを

提出させ、効果等を把握した。

（１）総務福祉係の研修

（２）人権研修

（３）アンガーマネジメント研修

⑤寄付金の

受付と管理

令和4 1,554,129円

　寄付者名をホームページに掲載した。寄附をいただいた方に『ふくしのわ』をお渡しして

社協事業の周知をした。

年度 実績 件数

令和5 1,163,046円

（１）寄付

（２）バナー広告

34件

令和5
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事業名 事業説明（実績・結果）

日本赤十字社会費の募集状況

年度 実績 前年度比

　自治会長会で説明して協力をお願いした｡新型コロナウイルス感染症拡大防止のため啓発

活動は自粛した。

（２）第8回日本赤十字社三重県支部点訳奉仕団総会

令和5 2,700,653円 99.8%

　6月11日（日）に町保健福祉センターホールで、三重県内で活躍されている点訳奉仕団の

総会が行われた。改めて、点訳奉仕団の活動内容を再確認することができた。

⑦安全衛生

委員会

　毎月1回、各部署の代表者が集まり、特別休暇等の取得、健康診断、新型コロナウイルス

感染症、インフルエンザウイルス感染症の対応などについて話し合い、労働安全衛生の向上

に努めた。

⑥日本赤十

字社会費増

強運動

令和4 2,705,204円 98.4%

（１）日本赤十字社会費の募集状況
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